
９月定例会

災害多発‼災害多発‼
　被害にあった水田（大隅町岩川地内）　被害にあった水田（大隅町岩川地内）

災
害
復
旧
費

　
 

８
１
３
２
万
円
追
加

☆ 

平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算　
（
第
６
号
）

（
一
部
修
正
案 

全
会
一
致

可
決
）

（
一
部
修
正
を
除
く
原
案

賛
成
多
数
可
決
）

　

補
正
の
歳
入
に
つ
い
て

は
、
国
庫
支
出
金
は
、
児

童
福
祉
費
補
助
金
の
保
育

対
策
総
合
支
援
事
業
費
補

助
金
を
５
４
０
万
円
、
県

支
出
金
は
、
畜
産
業
費
補

助
金
の
食
肉
等
流
通
体
制

整
備
事
業
費
補
助
金
を
７

３
５
０
万
円
、
農
林
水
産

業
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

補
助
金
の
現
年
発
生
農
業

用
施
設
災
害
復
旧
費
補
助

金
を
４
７
７
０
万
円
、
寄

附
金
は
一
般
寄
附
金
を
７

９
９
万
円
、
繰
入
金
は
、

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を

６
７
５
９
万
円
、
諸
収
入

は
、
消
防
費
雑
入
を
１
６

５
万
円
、
市
債
は
、
農
林

水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事

業
債
の
現
年
発
生
農
業
用

施
設
災
害
復
旧
費
を
２
３

０
０
万
円
そ
れ
ぞ
れ
追
加

す
る
の
が
主
な
も
の
で
す
。

　９月定例会は、９月２日に開会し、９月27日（20日間）までの日程
で開かれました。
　定例会では、平成28年度予算の補正に関するものの他、議案10件、
報告9件、認定案8件、人権擁護委員の推薦5件を審議・議決しました。
なお、平成27年度決算認定8件については、次号にて掲載いたします。

【　
予　
　

算　

】
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平成28年度 一般会計補正予算

2億5581万7千円追加
☆ 

平
成
28
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予

算　
　
　
　
（
第
２
号
）

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
後
期

高
齢
者
加
入
者
負
担
金
の

増
に
よ
る
後
期
高
齢
者
支

援
金
の
追
加
等
に
よ
る
も

の
で
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、

繰
越
金
を
51
万
円
追
加
し
、

歳
出
に
つ
い
て
は
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
を
38
万
円
、

前
期
高
齢
者
納
付
金
を
12

万
円
そ
れ
ぞ
れ
追
加
す
る

も
の
で
す
。

☆ 
平
成
28
年
度
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算　
　
　
（
第
２
号
）

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
汚
泥

処
理
に
伴
う
収
集
運
搬
及

び
処
理
業
務
委
託
の
追
加

等
に
よ
る
も
の
で
、
歳
入

に
つ
い
て
は
、
使
用
料
を

69
万
円
、
繰
越
金
を
７
９

４
万
円
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
、

歳
出
に
つ
い
て
は
、
施
設

管
理
費
を
８
６
３
万
円
追

加
す
る
も
の
で
す
。

　

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
よ
り
企

画
事
務
費
を
４
７
１
万
円
、

保
育
所
等
に
お
け
る
業
務

効
率
化
推
進
に
よ
り
保
育

対
策
総
合
支
援
事
業
を
７

２
０
万
円
、
㈱
ナ
ン
チ
ク

の
牛
係
留
所
等
の
改
修
に

対
す
る
食
肉
等
流
通
体
制

整
備
事
業
を
７
３
５
０
万

円
、
曽
於
市
森
林
組
合
の

森
林
整
備
・
林
業
木
材
産

業
活
性
化
推
進
事
業
補
助

金
に
対
す
る
森
林
・
林
業

振
興
事
業
を
２
０
５
１
万

円
そ
れ
ぞ
れ
追
加
す
る
の

が
主
な
も
の
で
す
。

　

な
お
、
一
部
修
正
案
は
、

桜
ヶ
丘
団
地
建
て
替
え
を

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
検
討
す
る

た
め
の
委
託
料
１
６
２
万

円
を
０
円
に
減
額
、
講
師

へ
の
報
償
費
60
万
円
を
そ

れ
ぞ
れ
修
正
す
る
も
の
で

す
。

☆ 

平
成
28
年
度
笠
木
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算　
　
（
第
２
号
）

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
水
源

地
の
撤
去
工
事
に
よ
る
も

の
で
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、

繰
越
金
を
４
９
６
万
円
追

加
し
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、

簡
易
水
道
建
設
事
業
を
４

９
６
万
円
追
加
す
る
も
の

で
す
。

☆ 

平
成
28
年
度
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算　

　
　
　
　
　
（
第
２
号
）

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
予
算
の
収

益
的
支
出
は
、
水
源
地
水

位
計
修
繕
に
よ
る
修
繕
費

等
の
追
加
に
よ
り
２
１
３

万
円
追
加
し
、
資
本
的
支

出
は
、
取
水
及
び
送
水
予

備
ポ
ン
プ
購
入
に
よ
る
ポ

ン
プ
購
入
費
の
追
加
に
よ

り
２
４
８
万
円
追
加
す
る

も
の
で
す
。

☆ 

平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算　
（
第
７
号
）

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入

に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整

基
金
繰
入
金
を
１
０
１
５

万
円
追
加
し
、
歳
出
に
つ

い
て
は
、
財
部
高
校
跡
地

利
活
用
検
討
委
員
会
の
設

置
に
よ
り
財
務
管
財
事
務

費
を
19
万
円
、
末
吉
農
産

物
等
直
販
施
設
・
活
性
化

施
設
増
築
工
事
費
の
増
額

に
よ
り
道
の
駅
及
び
四
季

祭
市
場
施
設
管
理
費
を
９

９
６
万
円
追
加
す
る
も
の

で
す
。

☆ 

曽
於
市
地
方
活
力
向
上

地
域
に
お
け
る
固
定
資

産
税
の
不
均
一
課
税
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

こ
の
条
例
は
、
曽
於
市

内
の
地
方
活
力
向
上
地
域

に
お
い
て
、
３
大
都
市
圏

か
ら
本
社
機
能
一
部
を
移

転
す
る
場
合
や
、
曽
於
市

内
に
本
社
を
置
く
企
業
が

本
社
機
能
を
拡
大
す
る
場

合
に
お
い
て
、
固
定
資
産

税
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ

り
、
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

を
推
薦
す
る
た
め
、
議
会

に
意
見
が
求
め
ら
れ
適
任

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
山　

壽
子
氏　

68
歳

　
　

   

（
末
吉
町
諏
訪
方
）

　

小
原　

忠
教
氏　

62
歳

（
末
吉
町
ニ
之
方
）

丸
岡　

純
昭
氏　

67
歳

（
大
隅
町
月
野
）

中
川　

晴
雄
氏　

63
歳

（
財
部
町
下
財
部
）

棚
木
原
チ
ヨ
子
氏　

62
歳

（
財
部
町
南
俣
）

＊ 

任
期
は
平
成
29
年
１
月

１
日
か
ら
の
３
年
間
で

す
。

【　
条　
　

例　

】
【人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

】
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